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内閣府，経済産業省，日本政策金融公庫総合研究所，高齢・障害者雇
用支援機構，中小企業基盤整備機構，社会経済生産性本部，連合総合
生活開発研究所，全国大学生活協同組合連合会，社会安全研究財団，
野村総合研究所，リクルート ワークス研究所，家計経済研究所，第一生
命経済研究所，SSM調査研究会，選挙とデモクラシー研究会，日本家族

社会学会，ニッセイ基礎研究所，ベネッセコーポレーション，エンタテイン
メントビジネス総合研究所，朝日新聞社，大阪商業大学，三宅一郎（神
戸大学名誉教授），天野郁夫（東京大学名誉教授），猪口孝（中央大学）
，U.メーワルト（ドイツ・日本研究所），武川正吾（東京大学），など75機関
・組織及び14人の研究者（代表）がその保有データを当センターに寄託

2006年9月 日本統計学会統計活動賞（日本統計学会）
電通総研（現電通）が
世界価値観調査を寄託

世界価値観調査とは？

• 米国ミシガン大学社会調査研究所のロナルド・イン
グルハート教授が中心となって世界各国の研究機
関に呼びかけて実現した異文化間の社会的変化を
追跡しようとする世界80ヶ国以上が参加してる５年
に１度の調査

• 各国ごとに全国の18歳以上の男女合計1,000 
サンプル程度の回収を基本とした個人対象
の同一の調査票に基づく意識調査で、政治、
経済、宗教、ジェンダー、家族規範等に関す
る価値観について190項目を設問している。

社会学における２つのリスクの捉え方

• ウルリヒ・ベック（1944ー）
– 1986年「危険社会」でリスク社会の到来をセンセーショナルに指摘

• アンソニー・ギデンズ（1938－）
– ブレア政権のブレーンとして、社会民主主義の限界を乗り越える「第

三の道」を提唱。

– 「再帰的近代化」を軸に、リスク、グローバリゼーションなどを分析

• 二クラス・ルーマン（1927－98）
– 1984年、社会システム理論

– 近代化が進むとともに、人間活動の自由度が高まった。自由な選択
が、必ずしも期待通りの結果をもたらさないケースも多く、選択の自
由に伴うリスク意識が高まったことを指摘。

→選択の自由がもたらすリスク意識の高まり

→富を生産する産業社会がもたらす負の側面としてのリスク



構造分析の試行

分析に用いるリスク意識

• 因子分析より抽出
– 安全な住環境への意識（V82,84,87,88,89）
– 生活リスクへの意識（V81,85,86）
– 地域環境リスク認識(V108-110)
– 世界環境リスク認識(V111-113)

• 合成変数
– 防衛・戦争への意識（V69-70,V75）

V82,86

25%   32%   19%    11%    6%     2%   

8%     13%   16%    16%   24%   16%   

地域環境リスク意識

4割 2割 1.5割 1.5割

世界環境リスク意識

5割 3割 1割 0割

防衛・戦争への意識

「防衛力を持つこと」
最も重要を2
2番目に重要を1
その他を0とした

変数を合成

「はい」を1
「いいえ」を0
とした変数を合成



説明に用いる価値観等

• 既往社会学理論
– 「科学技術」観（V91, 123）
– 「選択の自由」観(V46, 122)

• 定量的指標
– 社会階層（V238, V252, V253 )

教育レベル,社会階層,世帯収入
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• リスク意識は極めて多様。

• 安全な住環境への意識
– 社会階層が高くなると安全

な住環境への意識は低く
なる（いい家に住んでるか
ら）

– 選択の自由観が高まると、
安全な住環境への意識が
高まる

– 科学技術への信頼観が高
いと、安全な住環境への意
識が高まる

社会階層 選択の自由観 科学技術観 数値大きいと
安全な住環境への意識 -0.15 0.11 0.07 高い
生活リスクへの意識 0.02 -0.02 0.1 高い
地域環境リスク認識 -0.07 -0.07 -0.03 高い
世界環境リスク認識 0.02 0.05 -0.02 高い

防衛・戦争参加の意識 -0.1 0.02 0.17 高い
数値が大きいと 高い 高い 良い印象
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• 生活リスクへの意識
– 科学技術への信頼観が高い

と、リスク志向性が高まる。

• 地域環境リスク
– 社会階層、選択の自由観が

低い人ほど、地域環境リスク
意識が高い（社会階層が低い
人ほど良くない地域環境と接
している）

• 世界環境リスク
– 選択の自由観が高い人ほど、

世界環境リスク意識が高い。

• 戦争参加の意識
– 科学技術への信頼感が強い

人ほど、戦争参加意識が高い。
（死の危険性が低く判断され
ている？）

– 社会階層が高い人は戦争参
加を拒否する傾向
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リスク社会論と分析結果の関係

• 選択の自由がもたら
すリスク意識の高まり

– 仮説「選択の自由観が
高まれば、リスク意識
は高まる」

– そのような傾向にある
リスク意識もあれば、
そうではないものもあ
る。

– リスク意識の多様性。
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リスク社会論と分析結果の関係

• 産業社会がもたらす負の
側面としてのリスク
– 仮説「科学技術への印象が

良くないほど、リスク意識が
高まる」

– 分析「科学技術への印象が
良いほど、リスク意識が高ま
る」

– 人々の意識でなく、物質的
側面を指摘した仮説。

-0.2 -0.1 0 0.1 0.2

安全な住環境への意識

生活リスクへの意識

地域環境リスク認識

世界環境リスク認識

防衛・戦争参加の意識

社会階層

選択の自由観

科学技術観

今後の作業

• リスク概念の類型化

• 他の価値観や既往研究も交えつつモデル
を再構成して説明力を高める

• 多母集団の同時分析による国ごとの傾向
の違いの把握


